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杉本　和也　様

幅　85 ㎜　奥行　85 ㎜　高さ　52 ㎜

推薦する道具 吉野杉の一合枡

Re:13

カテゴリー

ヒストリー

改善点

サイズ

生活雑貨

杉の枡を酒器として用いるとき飲みやすいように改善

→枡の四隅のうちに一角の内側を緩やかな曲面に磨き上げ

た。

→曲面に磨くことにより酒などの液体がスムーズに流れるよ

うにした。

→傾けた気に流れ出す液体が一点にまとまるため、少量でも、

小さな口でも、こぼすことなく飲むことができるようになっ

た。

→外形は杉の枡本来の角ばった清楚で素朴な原型はそのまま

に、飲みやすさのみを得ることができた。

杉・ひのきを使った

杉の枡は元来計量する道具なのでしょうが、鏡破りなど豪快

に酒を楽しむ祭事などでは酒器としても用いられていますね。

近年密かな日本酒ブームの中でも、豪快に楽しむ酒器として

利用されることもしばしば・・・というより、酒器として使

われることのほうが多くなっていますね。

しかしゴツゴツと角ばった枡は大きな口の男性が勢いよく酒

を煽るには問題ないのですが、いいお酒を杉の香りと一緒に

ゆっくり味わうには飲み辛い形状です。

特に近年急増している女性日本酒ファンの小さくお上品なお

口ではかなり飲みにくいですね。

そこで、男性も女性も良いお酒を吉野杉の香りとともにじっ

くり楽しんでいただけるように、無骨で勇ましい枡の原型は

そのままに飲み口周辺を改良してみました。
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